
消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

救
急
の
日
／
救
急
安
心
電
話
相
談
／
救
急
受
診
ア
プ
リ
…
…
２

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
／
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
／

応
急
処
置
／
防
火
対
象
物
定
期
点
検
特
例
認
定
／
…
…
…
…
3

消
防
協
力
者
表
彰
／
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
研
究
発
表
／

災
害
発
生
状
況
／
新
採
用
職
員
訓
練
／
情
報
公
開
制
度
等
…
４

津波・大規模風水害対策車の運用開始
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酒
々
井
消
防
署

災
害
対
応
特
殊
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽
車
を
更
新

【
む
や
み
に
移
動
を

              

開
始
し
な
い
】

●
身
の
安
全
を
確
保
し
、職

場
や
集
客
施
設
等
の
安

全
な
場
所
に
と
ど
ま
り

ま
し
ょ
う
。

●
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、家
族
の
安
否
な

ど
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

●
交
通
情
報
や
被
害
情
報

な
ど
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、公
共
交
通
機
関
が

運
行
を
停
止
し
、帰
宅
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅

を
始
め
る
と
、火
災
や
建
物

か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

危
険
で
あ
る
ほ
か
、救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

           

お
き
た
い
こ
と
】

●
家
族
な
ど
と
安
否
確
認

の
方
法
、集
合
場
所
、帰

宅
経
路
の
状
況
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電

灯
、モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
、手
袋
、飲
料
水
、

食
料
、マ
ス
ク
、除
菌

シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を

持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
の
心
得

〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
に
伴
い
、今
年
の
夏
は

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
お

け
る
熱
中
症
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
生

活
様
式
」に
お
け
る
熱
中
症

予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
は

右
記
の
と
お
り
で
す
。ま
だ

ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

ま
だ
ま
だ
暑
い
！ 

熱
中
症
に
注
意
！

拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
も
熱

中
症
を
予
防
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
津
波・大
規
模
風
水
害
対
策
車
】

車
体
サ
イ
ズ
が
全
長
約
8．5

メ
ー
ト
ル
、全
幅
約
2．5
メ
ー

ト
ル
、全
高
約
3．8
メ
ー
ト
ル

の
四
輪
駆
動
車
で
、水
陸
両

用
バ
ギ
ー
や
FRP
ボ
ー
ト
、ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
資
機

材
を
積
載
し
、津
波
や
大
規

模
風
水
害
に
よ
る
冠
水
地
域

で
の
人
命
救
助
に
特
化
し
た

特
殊
消
防
車
両
で
す
。

【
水
陸
両
用
バ
ギ
ー
】

排
気
量
約
750
㏄
の
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載
し
、全
長
約
3

メ
ー
ト
ル
、乗
車
定
員
は
水

上
4
名
・
陸
上
6
名
で
、最

高
速
度
は
小
型
特
殊
自
動

車
登
録
の
た
め
時
速
約
15
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。泥
ね
い
地
に
お
い
て
高
い

走
破
性
を
誇
る
水
陸
両
用
バ

令
和
2
年
3
月
、津
波
・

大
規
模
風
水
害
対
策
車
が

総
務
省
消
防
庁
か
ら
貸
与
さ

れ
、6
月
に
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、東
日
本
大

震
災
や
九
州
北
部
豪
雨
等
の

教
訓
を
踏
ま
え
、が
れ
き
が

山
積
み
に
な
っ
て
い
る
現
場

や
広
範
囲
に
浸
水
が
続
く
現

場
な
ど
に
お
い
て
、迅
速
・
的

確
に
救
助
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
に
、機
動
力
の

高
い
車
両
・
資
機
材
等
を
積

載
し
て
い
ま
す
。

ギ
ー
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
環

境
下
で
の
迅
速
な
人
命
救
助

活
動
が
可
能
な
車
両
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
車
両
は
要
請

に
応
じ
て
、消
防
組
合
管
内

だ
け
で
な
く
、全
国
の
被
災

地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

先
般
、消
防
組
合
管
内
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
や
豪
雨
災
害
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
て
も
最
大
限
の

活
動
が
で
き
る
よ
う
、訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
3
月
、酒
々
井

消
防
署
に
新
型
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽
車
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
車
両
は
、水

利
不
足
地
域
や
高
速
道
路
上

な
ど
に
お
い
て
水
源
の
確
保

が
行
え
る
ま
さ
に「
走
る
防

火
水
槽
」で
す
。

1
0,
0
0
0
ℓ
の
水
を

積
載
し
車
両
後
部
に
は
、最

新
式
の
小
型
ポ
ン
プ
を
積

載
。4
ス
ト
ロ
ー
ク
エ
ン
ジ
ン

で
駆
動
す
る
た
め
、低
騒
音
、

環
境
性
能
向
上
、さ
ら
に
低

燃
費
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、夜
間
で
も
安
全
に

活
動
で
き
る
よ
う
車
両
周
囲

を
照
ら
す
LED
ラ
イ
ト
や
被
視

認
性
の
高
い
反
射
材
を
多
用

し
て
い
ま
す
。

津
波・大
規
模
風
水
害
対
策
車

バ
ギ
ー
格
納
の
様
子

訓
練
の
様
子

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

贈
呈
式
に
は
救
命
さ
れ
た

女
性
本
人
も
出
席
さ
れ
、救
急

救
護
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
二

人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
た
。

消
防
協
力
者
表
彰

◆
消
防
長
表
彰

【
多
年
に
わ
た
り
訓
練
車
両
な

ど
を
提
供
し
、消
防
活
動
に
協

力
い
た
だ
い
た
団
体
】

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
自
動
車

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
佐
倉

　
代
表
取
締
役川邊　

寿
幸 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
元
年
11
月
28
日
、佐
倉
市

栄
町
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
救
護
】

　
小
松
崎　
亜
紀 

さ
ん（
中
央
右
）

　
福
本　
詩
織 

さ
ん（
中
央
左
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

令和元年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

◆情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　火災調査、防火対象物及び救急に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実施機関名

管　理　者

議　　　会

監 査 委 員

合　　　計

請求件数

16

0

0

16

公文書件数

16

0

0

16

全部開示
決 定 内 容 な ど

（件）

2

0

0

2

部分開示

13

0

0

13

不開示

0

0

0

0

不存在

0

0

0

0

取下げ

1

0

0

1

◆個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　火災調査書類に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

請求件数

1

公文書件数

1
全部開示

決 定 内 容 な ど
（件）

0
部分開示

1
不開示

0
不存在

0
取下げ

0

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
元
年
12
月
4
日
、佐
倉
市
栄
町
で
発

生
し
た
救
助
事
案
に
お
け
る
人
命
救
助
】

京
成
電
鉄
株
式
会
社

京
成
佐
倉
駅

佐
々
木　
純
一
さ
ん

（
後
列
中
央
右
）

大
木　
政
則 

さ
ん

（
後
列
中
央
左
）

阿
部　
峰
明
さ
ん 

（
後
列
左
）

小
澤　
香
里 

さ
ん

（
前
列
右
）

秦　
賢
也 

さ
ん

（
前
列
中
央
）

白
川　
知
則 

さ
ん

（
前
列
左
）

令
和
2
年
1
月
30
、31
日

に
仙
台
市
で「
第
28
回
全
国

救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全
国

救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、救
急
体
制
の
一
層
の
発

展
を
図
る
た
め
、全
国
の
救

急
隊
員
が
救
急
業
務
の
研

究
発
表
や
情
報
交
換
を
行

う
も
の
で
、今
回
は
全
国
か

ら
約
8,
0
0
0
名
の
救
急

隊
員
と
医
療
関
係
者
が
参

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
演
題
発
表
し
ま
し
た

ら
、増
え
続
け
る
救
急
需
要

に
対
す
る
労
務
管
理
へ
の
反

映
を
目
的
に
、睡
眠
時
間
を

中
心
と
し
た
救
急
隊
員
の
生

活
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
今

後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。」

と
い
う
熱
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
救
急
隊
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
積
極
的
に

参
加
し
、救
急
業
務
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

加
し
ま
し
た
。

多
数
の
応
募
演
題
の
中
か

ら
、消
防
組
合
の
鴇
田
正
博

救
急
救
命
士
の
演
題
で
あ
る

「
救
急
隊
に
お
け
る
睡
眠
に

関
す
る
調
査
と
検
証
に
つ
い

て
」が
採
用
さ
れ
、増
え
続
け

る
救
急
需
要
に
対
し
、組
織

と
し
て
救
急
隊
員
が
勤
務
中

に
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
旨
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。今
回
、発
表
し
た
鴇

田
救
命
士
は「
睡
眠
不
足
は
、

疲
労
や
心
身
の
健
康
リ
ス
ク

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、事
故

や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
危

険
性
を
高
め
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

新
採
用
職
員
の
教
育
訓
練
を
実
施
！

（
1
月
〜
6
月
末
）

令
和
2
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
44
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、建
物
火

災
が
27
件
、そ
の
他
火
災
が
12

件
、車
両
火
災
が
4
件
、林
野
火

災
1
件
で
す
。建
物
火
災
を
出
火

原
因
別
で
み
る
と
一
番
多
い
の

が
、「
放
火（
疑
い
含
む
）」及
び

「
焼
却
炉
」に
よ
り
発
生
し
た
火

災
で
と
も
に
4
件
、次
い
で「
こ

ん
ろ
」に
よ
る
火
災
が
3
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
5,
8
0
9

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
629 
件
の

減
少
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
3,
6
2
3
件

で
504
件
の
減
少
、八
街
市
が

1,
7
4
9
件
で
101
件
の
減
少
、

酒
々
井
町
が
437
件
で
24
件
の
減

少
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
3,
8
5
3
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」841
件
、「
交
通
事
故
」

が
404
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
、73
件
で

前
年
と
比
較
し
て
6
件
の
減
少

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
51
件
、八
街
市
が
16

件
、酒
々
井
町
が
6
件
で
す
。

火災発生状況

救急出場状況

建物 林野 車両 その他

急病 一般負傷 交通事故 その他
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佐倉市 八街市 酒々井町

ラ
ム
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。新

採
用
職
員
13
名
の
う
ち
5

名
は
千
葉
県
消
防
学
校
の
初
任

科
に
入
校
し
、令
和
2
年
7
月
2

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
14
日
ま

で
の
間
さ
ら
に
訓
練
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
入
校
す

る
職
員
も
消
防
署
で
訓
練
を
重

ね
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、令
和
2
年
4

月
1
日
に
新
た
に
13
名
の
職
員
を

採
用
し
ま
し
た
。

新
採
用
職
員
の
佐
倉
消
防
署
で

の
基
本
的
な
教
育
訓
練
を
令
和
2

年
4
月
14
日
か
ら
令
和
2
年
5
月

29
日
ま
で
実
施
し
、6
月
1
日
に

各
消
防
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

佐
倉
消
防
署
で
の
訓
練
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
う
規
律
訓
練

や
消
火
活
動
で
の
ホ
ー
ス
延
長
訓

練
、人
命
救
助
な
ど
で
使
用
す
る

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、救
急
支
援
活
動
で

の
救
急
資
器
材
取
扱
い
訓
練
な
ど

を
約
1
か
月
半
に
渡
り
実
施
し
ま

し
た
。訓
練
途
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
在
宅
勤
務
で
当
初

の
訓
練
計
画
に
多
少
の
遅
れ
は
出

ま
し
た
が
、し
っ
か
り
と
カ
リ
キ
ュ
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

3ページの止血をするしゃしん（良い例）の中にいるよ！

表1 表4



病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
数（
搬

送
人
員
数
）に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

近
年
、救
急
車
の
出
動
件
数・

搬
送
人
員
数
は
と
も
に
増
え
て

お
り
、救
急
隊
の
現
場
ま
で
の

到
着
時
間
も
遅
く
な
っ
て
い
ま

す
。救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人

の
約
半
数
が
入
院
を
必
要
と
し

な
い
軽
症
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ

た
と
き
は
千
葉
県
が
実
施
し

て
い
る
救
急
安
心
電
話
相
談

を
利
用
し
た
り
、総
務
省
消
防

庁
が
提
供
し
て
い
る
全
国
版

救
急
受
診
ア
プ
リ（
愛
称「
Q

助
」）を
活
用
す
る
等
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

談
く
だ
さ
い
。原
則
と
し
て
看
護

師
が
相
談
に
応
じ
、必
要
な
場

合
は
医
師
に
転
送
し
ま
す
。あ

く
ま
で
も
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
で
あ
り
、診
断
や
治
療
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
電
話
番
号

●
＃
7
0
0
9

（
県
内
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯

電
話
で
利
用
で
き
ま
す
）

●
0
3（
6
7
3
5
）8
3
0
5

（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、I
P
電
話
、

光
電
話
、P
H
S
で
利
用
で

き
ま
す
）

※
小
児
の
ご
相
談
は
、

「
＃
8
0
0
0
」に
な
り
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、通
話

料
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。

◆
相
談
時
間

《
平
日・土
曜
》

午
後
6
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で

《
日
曜・祝
日・年
末
年
始・G
W
》

午
前
9
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で

※
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
受

具
合
が
悪
く
な
り
、「
医
療
機

関
を
受
診
す
る
か
」「
救
急
車
を

呼
ぶ
か
」迷
わ
れ
た
と
き
ご
相

ほ
し
い
症
状
」も
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限

り
あ
る
資
源
で
す
。み
ん
な
で

上
手
に
利
用
し
、救
急
医
療
を

付
時
間
を「
翌
朝
6
時
ま
で
」

に
延
長
し
、よ
り
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

こ
の
運
動
は
、火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災

の
発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト（
3
つ
の
習
慣
・
4

つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る 

3
つ
の
習
慣
】

1
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る 

4
つ
の
対
策
】

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

2
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

4
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。設
置

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
場
合
は
、電
池
切
れ
や
本

体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化

に
よ
り
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、電
池
や
本
体
の
交
換
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

①
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設

置
が
必
要
で

す
。

●
1
階
の
台
所
か
ら
出
火
。2

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、119 
番
通

報
し
、避
難
で
き
た
。

●
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。気
づ
い
た
居

住
者
が
、ふ
と
ん
を
風
呂
場
へ

持
っ
て
行
き
、浴
槽
の
水
に
浸

し
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
就
寝
中
、掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、布
団
を

焦
が
し
、寝
室
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
鳴
動
。気
づ
い

た
居
住
者
が
、急
い
で
水
を
か

け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、119

番
通
報
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
１１
月
９
日
〜
１５
日
）

そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル

【
統
一
標
語
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

【
火
災
に
早
く
気
づ
き
、命
を

取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た

奏
功
事
例
】

（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
時

に
ケ
ガ
を
し
た
人
が
い
る
場

合
、安
全
を
確
認
し
た
後
、救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

可
能
な
限
り
応
急
手
当
を
お

願
い
し
ま
す
。例
え
ば
、外
出

血（
目
で
出
血
が
確
認
で
き
る

も
の
）が
あ
る
場
合
、体
内
の

血
液
が
急
速
に
20
％
失
わ
れ

る
と
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
重
篤
な

状
態
に
な
り
、さ
ら
に
30
％
失

わ
れ
る
と
生
命
に
危
険
を
及

ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、出
血
量
が
多
い
ほ
ど

迅
速
に
止
血
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

公
民
館
、物
販
店
舗
、ホ
テ

ル
、福
祉
施
設
な
ど
の
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物
は
、火

災
が
発
生
し
た
際
、消
防
用
設

備
の
維
持
管
理
や
防
火
管
理

の
状
況
に
よ
っ
て
被
害
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、こ
の
よ
う
な
建
物
で
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
建
物

の
所
有
者
等
は
、火
災
の
予
防

に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
持

つ
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

に
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

等
に
つ
い
て
1
年
に
1
回
点
検

さ
せ
、そ
の
結
果
を
消
防
機
関

に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
血
を
抑
え
る
に
は
出
血
部

位
を
確
認
し
、清
潔
な
ガ
ー
ゼ
、

ハ
ン
カ
チ
、タ
オ
ル
等
を
重
ね
、

傷
口
に
当
て
て
、そ
の
上
を
手

で
押
さ
え
つ
け
ま
す
。こ
の
こ
と

を
圧
迫
止
血
と
い
い
ま
す
。

こ
の
時
、必
ず
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
血
液
に
直
接
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

感
染
防
止
の
た
め
、ビ
ニ
ー

ル
袋
や
ゴ
ム
製
の
手
袋
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、買
い

物
袋
等
で
も
代
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。圧
迫
し
て
い
る

部
分
か
ら
血
液
が
変
わ
ら
ず

漏
れ
出
し
て
く
る
場
合
は
、圧

交
通
事
故
発
生
‼ 

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

９
月
９
日
は

救
急
の
日

9
月
9
日
は
、「
救
急
の
日
」

で
す
。救
急
の
日
は
、「
9（
き
ゅ

う
）9（
き
ゅ
う
）」の
語
呂
合
わ

せ
か
ら
、救
急
業
務
や
救
急
医

療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理

解
と
意
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、救
急
医
療
関
係
者
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、昭
和
57
年
に
厚
生
労
働
省

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、「
救
急
の
日
」を
含
む
1
週

間
を「
救
急
医
療
週
間
」（
令
和

2
年
は
9
月
6
日
か
ら
9
月
12

日
ま
で
）と
し
て
、応
急
手
当
や

救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
す
る

普
及
啓
発
を
中
心
と
し
た
救
急

に
関
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、「
救
急
の
日
」に

ち
な
ん
で
、過
去
5
年
間
の
救

急
車
の
出
動
件
数
と
救
急
車
で

ためらわず救急車を呼んでほしい症状 ： 大人

意識の障害
意識がない（返事がない）又は
　おかしい（もうろうとしている）

ぐったりしている

けいれん
けいれんが止まらない

けいれんが止まっても、
　意識がもどらない

けが・やけど
大量の出血を伴う外傷

広範囲のやけど

吐き気
冷や汗を伴うような強い吐き気

飲み込み
食べ物をのどにつまらせて、
　呼吸が苦しい

変なものを飲み込んで、
　意識がない

事故
交通事故にあった（強い衝撃を受けた）

水におぼれている

高所から転落

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

こんな症状がみられたら、ためらわずに119番に連絡してください！ 

重大な病気やけがの可能性があります。

突然のしびれ

突然、片方の腕や足に
　力が入らなくなる

手足

突然の激痛

急な息切れ、呼吸困難

胸の中央が締め付けら
　れるような、または圧迫
　されるような痛みが
　２～３分続く

痛む場所が移動する

胸や背中

顔半分が
　動きにくい、
　あるいは
　しびれる

ニッコリ
　笑うと口や
　顔の片方がゆがむ

ろれつがまわりにくい、
　うまく話せない

視野がかける

ものが突然二重に見える

顔色が明らかに悪い

顔

突然の激しい腹痛

持続する激しい腹痛

吐血や下血がある

腹

突然の激しい頭痛

突然の高熱

支えなしで立てない
　ぐらい急にふらつく

頭

ためらわず救急車を呼んでほしい症状  ： 小児 (15歳未満)

じんましん
虫に刺されて、
　全身にじんましん
　が出て、顔色が悪くなった

意識の障害
意識がない（返事がない）
　又はおかしい
 （もうろうとしている）

けいれん
けいれんが止まらない

けいれんが止まっても、
　意識がもどらない

やけど
痛みのひどいやけど

広範囲のやけど

生まれて３カ月
未満の乳児
乳児の様子がおかしい

飲み込み
変なものを飲み込んで、
　意識がない

事故
交通事故にあった
 （強い衝撃を受けた）

水におぼれている

高所から転落

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

こんな症状がみられたら、ためらわずに119番に連絡してください！ 

重大な病気やけがの可能性があります。

手足が
　硬直している

手足

激しい咳やゼーゼー
　して呼吸が苦しく、
　顔色が悪い

胸

激しい下痢や嘔吐で
　水分が取れず
　食欲がなく意識が
　はっきりしない

激しいおなかの痛み
　で苦しがり、
　嘔吐が止まらない

ウンチに血がまじった

おなか

頭を痛がって、
　けいれんがある

頭を強くぶつけて、
　出血がとまらない、
　意識がない、
　けいれんがある

頭
くちびるの色が
　紫色で、呼吸が弱い

顔

救
急
安
心
電
話
相
談

急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
、該
当
す
る
症
状
を
画
面

上
で
選
択
し
て
い
く
と
、緊
急
度

に
応
じ
た
対
応（「
い
ま
す
ぐ
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
」、「
で

き
る
だ
け
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
」、「
緊
急
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
」、「
引
き
続

き
、注
意
し
て
様
子
を
み
て
く

だ
さ
い
」）が
表
示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、119
番
通
報
、医
療
機

関
の
検
索
や
受
診
手
段
の
検
索

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、生
命
に
関
わ
る
心
疾
患

や
脳
疾
患
は
何
の
前
触
れ
も
な

く
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、突
然

の
発
症
に
対
し
、早
期
の
通
報
、

救
急
隊
に
よ
る
適
切
な
処
置
、

そ
し
て
早
期
の
病
院
搬
送
は
、

傷
病
者
の
後
遺
症
の
軽
減
、早

い
社
会
復
帰
や
救
命
に
つ
な
が

り
ま
す
。下
記
の
重
大
な
病
気

や
け
が
の
可
能
性
が
あ
る「
た

め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」

救急活動の推移 救急出動件数 搬送人員

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

12,049
10,620

11,773
10,514

11,995
10,733

12,391
10,976

13,333
11,744

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
付
場
所

維
持
管
理
に
つ
い
て

そ
し
て
こ
の
点
検
を
過
去

3
年
間
継
続
し
て
行
い
、消
防

法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に

防
火
対
象
物
点
検
報
告
特
例

認
定
を
申
請
し
、消
防
機
関
の

審
査
に
合
格
す
れ
ば
、防
火
対

象
物
定
期
点
検
特
例
認
定
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

令
和
2
年
9
月
1
日
現
在

の
当
組
合
に
お
け
る
防
火
対

象
物
特
例
認
定
事
業
所
は
下

表
の
20
事
業
所
で
す
。

※
表
の
並
び
に
つ
い
て
は
各
市
町
ご
と
に
五
十
音
順

迫
位
置
が
ず
れ
て
い
た
り
圧

迫
す
る
力
が
不
足
し
て
い
た
り

す
る
た
め
、再
度
出
血
部
位
を

確
認
し
、し
っ
か
り
圧
迫
し
ま

す
。ま
た
、片
手
で
圧
迫
が
出

来
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

両
手
で
体
重
を
乗
せ
な
が
ら

圧
迫
止
血
を
行
い
ま
す
。

119
番
通
報
か
ら
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
全
国

平
均
で
約
9
分
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
命
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
の
は

あ
な
た
で
す
。今
後
も
変
わ
ら

ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▶良い例

悪い例▶

防
火
対
象
物
定
期
点
検
特
例
認
定
と
は
？

◇
消
防
組
合
管
内
に
は
防
火
に
関
し
て
優
良
な
事
業
所
が
20
事
業
所
◇

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォン
　などでご覧ください。QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

3 2

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

【「救急フェア」及び「千葉県消防音楽隊フェスティバル」中止のお知らせ】　今年度開催を予定していた「救急フェア」及び「千葉県消防音楽隊フェスティバル」は
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になりました。開催を楽しみにされていた皆さまには心よりお詫び申し上げます。

中面 中面



病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
数（
搬

送
人
員
数
）に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

近
年
、救
急
車
の
出
動
件
数・

搬
送
人
員
数
は
と
も
に
増
え
て

お
り
、救
急
隊
の
現
場
ま
で
の

到
着
時
間
も
遅
く
な
っ
て
い
ま

す
。救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人

の
約
半
数
が
入
院
を
必
要
と
し

な
い
軽
症
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ

た
と
き
は
千
葉
県
が
実
施
し

て
い
る
救
急
安
心
電
話
相
談

を
利
用
し
た
り
、総
務
省
消
防

庁
が
提
供
し
て
い
る
全
国
版

救
急
受
診
ア
プ
リ（
愛
称「
Q

助
」）を
活
用
す
る
等
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

談
く
だ
さ
い
。原
則
と
し
て
看
護

師
が
相
談
に
応
じ
、必
要
な
場

合
は
医
師
に
転
送
し
ま
す
。あ

く
ま
で
も
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
で
あ
り
、診
断
や
治
療
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
電
話
番
号

●
＃
7
0
0
9

（
県
内
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯

電
話
で
利
用
で
き
ま
す
）

●
0
3（
6
7
3
5
）8
3
0
5

（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、I
P
電
話
、

光
電
話
、P
H
S
で
利
用
で

き
ま
す
）

※
小
児
の
ご
相
談
は
、

「
＃
8
0
0
0
」に
な
り
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、通
話

料
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。

◆
相
談
時
間

《
平
日・土
曜
》

午
後
6
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で

《
日
曜・祝
日・年
末
年
始・G
W
》

午
前
9
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で

※
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
受

具
合
が
悪
く
な
り
、「
医
療
機

関
を
受
診
す
る
か
」「
救
急
車
を

呼
ぶ
か
」迷
わ
れ
た
と
き
ご
相

ほ
し
い
症
状
」も
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限

り
あ
る
資
源
で
す
。み
ん
な
で

上
手
に
利
用
し
、救
急
医
療
を

付
時
間
を「
翌
朝
6
時
ま
で
」

に
延
長
し
、よ
り
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

こ
の
運
動
は
、火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災

の
発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト（
3
つ
の
習
慣
・
4

つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る 

3
つ
の
習
慣
】

1
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る 

4
つ
の
対
策
】

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

2
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

4
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。設
置

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
場
合
は
、電
池
切
れ
や
本

体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化

に
よ
り
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、電
池
や
本
体
の
交
換
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

①
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設

置
が
必
要
で

す
。

●
1
階
の
台
所
か
ら
出
火
。2

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、119 
番
通

報
し
、避
難
で
き
た
。

●
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。気
づ
い
た
居

住
者
が
、ふ
と
ん
を
風
呂
場
へ

持
っ
て
行
き
、浴
槽
の
水
に
浸

し
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
就
寝
中
、掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、布
団
を

焦
が
し
、寝
室
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
鳴
動
。気
づ
い

た
居
住
者
が
、急
い
で
水
を
か

け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、119

番
通
報
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
１１
月
９
日
〜
１５
日
）

そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル

【
統
一
標
語
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

【
火
災
に
早
く
気
づ
き
、命
を

取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た

奏
功
事
例
】

（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
時

に
ケ
ガ
を
し
た
人
が
い
る
場

合
、安
全
を
確
認
し
た
後
、救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

可
能
な
限
り
応
急
手
当
を
お

願
い
し
ま
す
。例
え
ば
、外
出

血（
目
で
出
血
が
確
認
で
き
る

も
の
）が
あ
る
場
合
、体
内
の

血
液
が
急
速
に
20
％
失
わ
れ

る
と
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
重
篤
な

状
態
に
な
り
、さ
ら
に
30
％
失

わ
れ
る
と
生
命
に
危
険
を
及

ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、出
血
量
が
多
い
ほ
ど

迅
速
に
止
血
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

公
民
館
、物
販
店
舗
、ホ
テ

ル
、福
祉
施
設
な
ど
の
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物
は
、火

災
が
発
生
し
た
際
、消
防
用
設

備
の
維
持
管
理
や
防
火
管
理

の
状
況
に
よ
っ
て
被
害
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、こ
の
よ
う
な
建
物
で
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
建
物

の
所
有
者
等
は
、火
災
の
予
防

に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
持

つ
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

に
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

等
に
つ
い
て
1
年
に
1
回
点
検

さ
せ
、そ
の
結
果
を
消
防
機
関

に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
血
を
抑
え
る
に
は
出
血
部

位
を
確
認
し
、清
潔
な
ガ
ー
ゼ
、

ハ
ン
カ
チ
、タ
オ
ル
等
を
重
ね
、

傷
口
に
当
て
て
、そ
の
上
を
手

で
押
さ
え
つ
け
ま
す
。こ
の
こ
と

を
圧
迫
止
血
と
い
い
ま
す
。

こ
の
時
、必
ず
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
血
液
に
直
接
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

感
染
防
止
の
た
め
、ビ
ニ
ー

ル
袋
や
ゴ
ム
製
の
手
袋
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、買
い

物
袋
等
で
も
代
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。圧
迫
し
て
い
る

部
分
か
ら
血
液
が
変
わ
ら
ず

漏
れ
出
し
て
く
る
場
合
は
、圧

交
通
事
故
発
生
‼ 

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

９
月
９
日
は

救
急
の
日

9
月
9
日
は
、「
救
急
の
日
」

で
す
。救
急
の
日
は
、「
9（
き
ゅ

う
）9（
き
ゅ
う
）」の
語
呂
合
わ

せ
か
ら
、救
急
業
務
や
救
急
医

療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理

解
と
意
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、救
急
医
療
関
係
者
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、昭
和
57
年
に
厚
生
労
働
省

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、「
救
急
の
日
」を
含
む
1
週

間
を「
救
急
医
療
週
間
」（
令
和

2
年
は
9
月
6
日
か
ら
9
月
12

日
ま
で
）と
し
て
、応
急
手
当
や

救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
す
る

普
及
啓
発
を
中
心
と
し
た
救
急

に
関
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、「
救
急
の
日
」に

ち
な
ん
で
、過
去
5
年
間
の
救

急
車
の
出
動
件
数
と
救
急
車
で

ためらわず救急車を呼んでほしい症状 ： 大人

意識の障害
意識がない（返事がない）又は
　おかしい（もうろうとしている）

ぐったりしている

けいれん
けいれんが止まらない

けいれんが止まっても、
　意識がもどらない

けが・やけど
大量の出血を伴う外傷

広範囲のやけど

吐き気
冷や汗を伴うような強い吐き気

飲み込み
食べ物をのどにつまらせて、
　呼吸が苦しい

変なものを飲み込んで、
　意識がない

事故
交通事故にあった（強い衝撃を受けた）

水におぼれている

高所から転落

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

こんな症状がみられたら、ためらわずに119番に連絡してください！ 

重大な病気やけがの可能性があります。

突然のしびれ

突然、片方の腕や足に
　力が入らなくなる

手足

突然の激痛

急な息切れ、呼吸困難

胸の中央が締め付けら
　れるような、または圧迫
　されるような痛みが
　２～３分続く

痛む場所が移動する

胸や背中

顔半分が
　動きにくい、
　あるいは
　しびれる

ニッコリ
　笑うと口や
　顔の片方がゆがむ

ろれつがまわりにくい、
　うまく話せない

視野がかける

ものが突然二重に見える

顔色が明らかに悪い

顔

突然の激しい腹痛

持続する激しい腹痛

吐血や下血がある

腹

突然の激しい頭痛

突然の高熱

支えなしで立てない
　ぐらい急にふらつく

頭

ためらわず救急車を呼んでほしい症状  ： 小児 (15歳未満)

じんましん
虫に刺されて、
　全身にじんましん
　が出て、顔色が悪くなった

意識の障害
意識がない（返事がない）
　又はおかしい
 （もうろうとしている）

けいれん
けいれんが止まらない

けいれんが止まっても、
　意識がもどらない

やけど
痛みのひどいやけど

広範囲のやけど

生まれて３カ月
未満の乳児
乳児の様子がおかしい

飲み込み
変なものを飲み込んで、
　意識がない

事故
交通事故にあった
 （強い衝撃を受けた）

水におぼれている

高所から転落

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

こんな症状がみられたら、ためらわずに119番に連絡してください！ 

重大な病気やけがの可能性があります。

手足が
　硬直している

手足

激しい咳やゼーゼー
　して呼吸が苦しく、
　顔色が悪い

胸

激しい下痢や嘔吐で
　水分が取れず
　食欲がなく意識が
　はっきりしない

激しいおなかの痛み
　で苦しがり、
　嘔吐が止まらない

ウンチに血がまじった

おなか

頭を痛がって、
　けいれんがある

頭を強くぶつけて、
　出血がとまらない、
　意識がない、
　けいれんがある

頭
くちびるの色が
　紫色で、呼吸が弱い

顔

救
急
安
心
電
話
相
談

急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
、該
当
す
る
症
状
を
画
面

上
で
選
択
し
て
い
く
と
、緊
急
度

に
応
じ
た
対
応（「
い
ま
す
ぐ
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
」、「
で

き
る
だ
け
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
」、「
緊
急
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
」、「
引
き
続

き
、注
意
し
て
様
子
を
み
て
く

だ
さ
い
」）が
表
示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、119
番
通
報
、医
療
機

関
の
検
索
や
受
診
手
段
の
検
索

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、生
命
に
関
わ
る
心
疾
患

や
脳
疾
患
は
何
の
前
触
れ
も
な

く
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、突
然

の
発
症
に
対
し
、早
期
の
通
報
、

救
急
隊
に
よ
る
適
切
な
処
置
、

そ
し
て
早
期
の
病
院
搬
送
は
、

傷
病
者
の
後
遺
症
の
軽
減
、早

い
社
会
復
帰
や
救
命
に
つ
な
が

り
ま
す
。下
記
の
重
大
な
病
気

や
け
が
の
可
能
性
が
あ
る「
た

め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」

救急活動の推移 救急出動件数 搬送人員

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

12,049
10,620

11,773
10,514

11,995
10,733

12,391
10,976

13,333
11,744

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
付
場
所

維
持
管
理
に
つ
い
て

そ
し
て
こ
の
点
検
を
過
去

3
年
間
継
続
し
て
行
い
、消
防

法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に

防
火
対
象
物
点
検
報
告
特
例

認
定
を
申
請
し
、消
防
機
関
の

審
査
に
合
格
す
れ
ば
、防
火
対

象
物
定
期
点
検
特
例
認
定
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

令
和
2
年
9
月
1
日
現
在

の
当
組
合
に
お
け
る
防
火
対

象
物
特
例
認
定
事
業
所
は
下

表
の
20
事
業
所
で
す
。

※
表
の
並
び
に
つ
い
て
は
各
市
町
ご
と
に
五
十
音
順

迫
位
置
が
ず
れ
て
い
た
り
圧

迫
す
る
力
が
不
足
し
て
い
た
り

す
る
た
め
、再
度
出
血
部
位
を

確
認
し
、し
っ
か
り
圧
迫
し
ま

す
。ま
た
、片
手
で
圧
迫
が
出

来
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

両
手
で
体
重
を
乗
せ
な
が
ら

圧
迫
止
血
を
行
い
ま
す
。

119
番
通
報
か
ら
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
全
国

平
均
で
約
9
分
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
命
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
の
は

あ
な
た
で
す
。今
後
も
変
わ
ら

ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▶良い例

悪い例▶

防
火
対
象
物
定
期
点
検
特
例
認
定
と
は
？

◇
消
防
組
合
管
内
に
は
防
火
に
関
し
て
優
良
な
事
業
所
が
20
事
業
所
◇

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォン
　などでご覧ください。QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

3 2

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

【「救急フェア」及び「千葉県消防音楽隊フェスティバル」中止のお知らせ】　今年度開催を予定していた「救急フェア」及び「千葉県消防音楽隊フェスティバル」は
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になりました。開催を楽しみにされていた皆さまには心よりお詫び申し上げます。

中面 中面
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消
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／
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救
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／
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／
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／
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津波・大規模風水害対策車の運用開始

2020.9.1 No.69

酒
々
井
消
防
署

災
害
対
応
特
殊
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽
車
を
更
新

【
む
や
み
に
移
動
を

              

開
始
し
な
い
】

●
身
の
安
全
を
確
保
し
、職

場
や
集
客
施
設
等
の
安

全
な
場
所
に
と
ど
ま
り

ま
し
ょ
う
。

●
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
、家
族
の
安
否
な

ど
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

●
交
通
情
報
や
被
害
情
報

な
ど
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
、公
共
交
通
機
関
が

運
行
を
停
止
し
、帰
宅
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅

を
始
め
る
と
、火
災
や
建
物

か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

危
険
で
あ
る
ほ
か
、救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

           

お
き
た
い
こ
と
】

●
家
族
な
ど
と
安
否
確
認

の
方
法
、集
合
場
所
、帰

宅
経
路
の
状
況
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電

灯
、モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
、手
袋
、飲
料
水
、

食
料
、マ
ス
ク
、除
菌

シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を

持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
の
心
得

〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
に
伴
い
、今
年
の
夏
は

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
お

け
る
熱
中
症
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
生

活
様
式
」に
お
け
る
熱
中
症

予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
は

右
記
の
と
お
り
で
す
。ま
だ

ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

ま
だ
ま
だ
暑
い
！ 
熱
中
症
に
注
意
！

拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
も
熱

中
症
を
予
防
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
津
波・大
規
模
風
水
害
対
策
車
】

車
体
サ
イ
ズ
が
全
長
約
8．5

メ
ー
ト
ル
、全
幅
約
2．5
メ
ー

ト
ル
、全
高
約
3．8
メ
ー
ト
ル

の
四
輪
駆
動
車
で
、水
陸
両

用
バ
ギ
ー
や
FRP
ボ
ー
ト
、ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
資
機

材
を
積
載
し
、津
波
や
大
規

模
風
水
害
に
よ
る
冠
水
地
域

で
の
人
命
救
助
に
特
化
し
た

特
殊
消
防
車
両
で
す
。

【
水
陸
両
用
バ
ギ
ー
】

排
気
量
約
750
㏄
の
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載
し
、全
長
約
3

メ
ー
ト
ル
、乗
車
定
員
は
水

上
4
名
・
陸
上
6
名
で
、最

高
速
度
は
小
型
特
殊
自
動

車
登
録
の
た
め
時
速
約
15
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。泥
ね
い
地
に
お
い
て
高
い

走
破
性
を
誇
る
水
陸
両
用
バ

令
和
2
年
3
月
、津
波
・

大
規
模
風
水
害
対
策
車
が

総
務
省
消
防
庁
か
ら
貸
与
さ

れ
、6
月
に
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、東
日
本
大

震
災
や
九
州
北
部
豪
雨
等
の

教
訓
を
踏
ま
え
、が
れ
き
が

山
積
み
に
な
っ
て
い
る
現
場

や
広
範
囲
に
浸
水
が
続
く
現

場
な
ど
に
お
い
て
、迅
速
・
的

確
に
救
助
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
に
、機
動
力
の

高
い
車
両
・
資
機
材
等
を
積

載
し
て
い
ま
す
。

ギ
ー
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
環

境
下
で
の
迅
速
な
人
命
救
助

活
動
が
可
能
な
車
両
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
車
両
は
要
請

に
応
じ
て
、消
防
組
合
管
内

だ
け
で
な
く
、全
国
の
被
災

地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

先
般
、消
防
組
合
管
内
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
や
豪
雨
災
害
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
て
も
最
大
限
の

活
動
が
で
き
る
よ
う
、訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
3
月
、酒
々
井

消
防
署
に
新
型
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽
車
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
車
両
は
、水

利
不
足
地
域
や
高
速
道
路
上

な
ど
に
お
い
て
水
源
の
確
保

が
行
え
る
ま
さ
に「
走
る
防

火
水
槽
」で
す
。

1
0,
0
0
0
ℓ
の
水
を

積
載
し
車
両
後
部
に
は
、最

新
式
の
小
型
ポ
ン
プ
を
積

載
。4
ス
ト
ロ
ー
ク
エ
ン
ジ
ン

で
駆
動
す
る
た
め
、低
騒
音
、

環
境
性
能
向
上
、さ
ら
に
低

燃
費
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、夜
間
で
も
安
全
に

活
動
で
き
る
よ
う
車
両
周
囲

を
照
ら
す
LED
ラ
イ
ト
や
被
視

認
性
の
高
い
反
射
材
を
多
用

し
て
い
ま
す
。

津
波・大
規
模
風
水
害
対
策
車

バ
ギ
ー
格
納
の
様
子

訓
練
の
様
子

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

贈
呈
式
に
は
救
命
さ
れ
た

女
性
本
人
も
出
席
さ
れ
、救
急

救
護
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
二

人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
た
。

消
防
協
力
者
表
彰

◆
消
防
長
表
彰

【
多
年
に
わ
た
り
訓
練
車
両
な

ど
を
提
供
し
、消
防
活
動
に
協

力
い
た
だ
い
た
団
体
】

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
自
動
車

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
佐
倉

　
代
表
取
締
役川邊　

寿
幸 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
元
年
11
月
28
日
、佐
倉
市

栄
町
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
救
護
】

　
小
松
崎　
亜
紀 

さ
ん（
中
央
右
）

　
福
本　
詩
織 

さ
ん（
中
央
左
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

令和元年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

◆情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　火災調査、防火対象物及び救急に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実施機関名

管　理　者

議　　　会

監 査 委 員

合　　　計

請求件数

16

0

0

16

公文書件数

16

0

0

16

全部開示
決 定 内 容 な ど

（件）

2

0

0

2

部分開示

13

0

0

13

不開示

0

0

0

0

不存在

0

0

0

0

取下げ

1

0

0

1

◆個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況

※請求された公文書の主な内容
　火災調査書類に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

請求件数

1

公文書件数

1
全部開示

決 定 内 容 な ど
（件）

0
部分開示

1
不開示

0
不存在

0
取下げ

0

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
元
年
12
月
4
日
、佐
倉
市
栄
町
で
発

生
し
た
救
助
事
案
に
お
け
る
人
命
救
助
】

京
成
電
鉄
株
式
会
社

京
成
佐
倉
駅

佐
々
木　
純
一
さ
ん

（
後
列
中
央
右
）

大
木　
政
則 

さ
ん

（
後
列
中
央
左
）

阿
部　
峰
明
さ
ん 

（
後
列
左
）

小
澤　
香
里 

さ
ん

（
前
列
右
）

秦　
賢
也 

さ
ん

（
前
列
中
央
）

白
川　
知
則 

さ
ん

（
前
列
左
）

令
和
2
年
1
月
30
、31
日

に
仙
台
市
で「
第
28
回
全
国

救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全
国

救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、救
急
体
制
の
一
層
の
発

展
を
図
る
た
め
、全
国
の
救

急
隊
員
が
救
急
業
務
の
研

究
発
表
や
情
報
交
換
を
行

う
も
の
で
、今
回
は
全
国
か

ら
約
8,
0
0
0
名
の
救
急

隊
員
と
医
療
関
係
者
が
参

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
演
題
発
表
し
ま
し
た

ら
、増
え
続
け
る
救
急
需
要

に
対
す
る
労
務
管
理
へ
の
反

映
を
目
的
に
、睡
眠
時
間
を

中
心
と
し
た
救
急
隊
員
の
生

活
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
今

後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。」

と
い
う
熱
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
救
急
隊
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
積
極
的
に

参
加
し
、救
急
業
務
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

加
し
ま
し
た
。

多
数
の
応
募
演
題
の
中
か

ら
、消
防
組
合
の
鴇
田
正
博

救
急
救
命
士
の
演
題
で
あ
る

「
救
急
隊
に
お
け
る
睡
眠
に

関
す
る
調
査
と
検
証
に
つ
い

て
」が
採
用
さ
れ
、増
え
続
け

る
救
急
需
要
に
対
し
、組
織

と
し
て
救
急
隊
員
が
勤
務
中

に
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
旨
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。今
回
、発
表
し
た
鴇

田
救
命
士
は「
睡
眠
不
足
は
、

疲
労
や
心
身
の
健
康
リ
ス
ク

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、事
故

や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
危

険
性
を
高
め
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

新
採
用
職
員
の
教
育
訓
練
を
実
施
！

（
1
月
〜
6
月
末
）

令
和
2
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
44
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、建
物
火

災
が
27
件
、そ
の
他
火
災
が
12

件
、車
両
火
災
が
4
件
、林
野
火

災
1
件
で
す
。建
物
火
災
を
出
火

原
因
別
で
み
る
と
一
番
多
い
の

が
、「
放
火（
疑
い
含
む
）」及
び

「
焼
却
炉
」に
よ
り
発
生
し
た
火

災
で
と
も
に
4
件
、次
い
で「
こ

ん
ろ
」に
よ
る
火
災
が
3
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
5,
8
0
9

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
629 
件
の

減
少
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
3,
6
2
3
件

で
504
件
の
減
少
、八
街
市
が

1,
7
4
9
件
で
101
件
の
減
少
、

酒
々
井
町
が
437
件
で
24
件
の
減

少
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
3,
8
5
3
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」841
件
、「
交
通
事
故
」

が
404
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
、73
件
で

前
年
と
比
較
し
て
6
件
の
減
少

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
51
件
、八
街
市
が
16

件
、酒
々
井
町
が
6
件
で
す
。

火災発生状況

救急出場状況

建物 林野 車両 その他

急病 一般負傷 交通事故 その他
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ラ
ム
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。新

採
用
職
員
13
名
の
う
ち
5

名
は
千
葉
県
消
防
学
校
の
初
任

科
に
入
校
し
、令
和
2
年
7
月
2

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
14
日
ま

で
の
間
さ
ら
に
訓
練
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
入
校
す

る
職
員
も
消
防
署
で
訓
練
を
重

ね
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、令
和
2
年
4

月
1
日
に
新
た
に
13
名
の
職
員
を

採
用
し
ま
し
た
。

新
採
用
職
員
の
佐
倉
消
防
署
で

の
基
本
的
な
教
育
訓
練
を
令
和
2

年
4
月
14
日
か
ら
令
和
2
年
5
月

29
日
ま
で
実
施
し
、6
月
1
日
に

各
消
防
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

佐
倉
消
防
署
で
の
訓
練
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
う
規
律
訓
練

や
消
火
活
動
で
の
ホ
ー
ス
延
長
訓

練
、人
命
救
助
な
ど
で
使
用
す
る

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、救
急
支
援
活
動
で

の
救
急
資
器
材
取
扱
い
訓
練
な
ど

を
約
1
か
月
半
に
渡
り
実
施
し
ま

し
た
。訓
練
途
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
在
宅
勤
務
で
当
初

の
訓
練
計
画
に
多
少
の
遅
れ
は
出

ま
し
た
が
、し
っ
か
り
と
カ
リ
キ
ュ
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

3ページの止血をするしゃしん（良い例）の中にいるよ！

表1 表4


